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てから 6カ月以上経過した者、④MMSE（ミニメンタルステート検査）で 22点以上の者、⑤ COPD
または呼吸器疾患が無い者、⑥1秒率（FEV1％）が 70％以上の者。除外基準は、①中等度および
重度の心疾患を有する者(New York Heart Association Classification of III or IV)、②神経変性疾
患を有する者としている。 
 著者は介入群に対し、週 2 回、1 回に通常リハビリテーション 10 分、呼吸リハビリテーション
介入 10分、計 20分を実施している。対照群には週 2回、1回に通常リハビリテーション計 20分
 実施している。両群ともそれぞれの対象者に試験期間6週間を通して計12回の介入を行っている。
呼吸リハビリテーションの内容は、①呼吸筋強化トレーニング：1）呼吸筋訓練器（スレショルド




合計 3セットを実施している、②咳嗽練習：10回 1セットを 3回実施している、③胸郭ストレッ






Borg scale、Geriatric Depression Scale（GDS）、嚥下機能、Functional Independence Measure 
(FIM)、SF8身体・精神サマリースコアを測定している。これらの指標の介入前後での群内比較は
































平成 29 年 12 月 21 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
 よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
